
１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

実質化された人・農地プラン

53,458㎡

53,458㎡

①地区内の耕地面積

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計

③地区内における65才以上の農業者の耕作面積の合計 22,322㎡

直近の更新年月日

令和3年3月23日

作成年月日対象地区名（地区内集落名）

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計

13,763㎡

0㎡

（備考）

13,000㎡④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計

橋詰地区（橋詰集落）

市町村名

久万高原町

　地区の農地53,458㎡の内51,644㎡が耕作されているが、地区在住の担い手（中心経営体）は4名と限られてお
り、また内1名は夏秋トマトを主体とした経営であることから稲作の規模拡大には限界がある。近年、高齢化等に
よる離農者の増加により水田の貸し出し希望が増加しており、令和2年現在約20,210㎡は近隣地区からの入り作
農業者4名により耕作されている。今後、増加が予想される水田の貸し出し希望には入り作農業者の協力が不可
欠となっている。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

　橋詰地区の農地は、地区内の4名の農家（内認定農業者2名）、入り作を希望する4名の農家（内認定農業者1
名、認定新規就農者1名）を中心経営体として農地の集約化を進める。

　橋詰地区における将来的な後継者不足解消のため、入り作を希望する新規就農者の受け入れを促していく。



中心経営体

㎡ ㎡
㎡ ㎡
㎡ ㎡
㎡ ㎡

㎡ ㎡
㎡ ㎡
㎡ ㎡

計 ㎡ ㎡

４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針

A
B
C
D
E
F
G
H

橋詰
橋詰水稲 8,672

水稲・トマト

水稲

現状

Dと共同経営

38,960

1,000
2,000水稲

①　農地の貸付け等の意向
　地区内で貸付け等が行われている農地は27筆、24,611㎡となっている。新たに貸付け意向が確認された場合は
担い手グループで対応を協議する。

経営面積

4,547
2,482
3,162

3,700

8,559

7,838

水稲・自家野菜

トマト

水稲

トマト

②　農地中間管理機構の活用方針
　将来の経営農地の集約化を目指し、農地所有者は出し手・受け手にかかわらず、機構への農地の貸し付けを
積極的に行っていく。

属性

8人

認農

認就

認農

農業者
（氏名・名称）

認農

経営作目

トマト

水稲

今後の農地の引受けの意向

経営作目 経営面積
農業を営む範
囲
橋詰2,000
橋詰

13,000
水稲

水稲

水稲

トマト

3,000
2,000

橋詰

橋詰
橋詰

橋詰

1,000

2,000


